「地域での学び」をふりかえる ―「フィールドワークの方法」の授業における「失敗体験」を事例に― by 鈴木, 鉄忠









































































































 なお本科目は 2 年次配当であり、受講数の上限を 40 名とした。2018 年度の受講者数は
32 名であり、その内訳は、2 年生 16 名、3 年生 12 名、4 年生 4 名だった。また心理・人
間文化コースの 1 名を除き、すべて国際コース在籍の学生だった。性別は、男性 9 名、女
性 23 名だった。学生たちはランダムに割り振られた 5〜6 人 1 組のグループで議論や作業
を行い、授業が 5 回終了した後、決定されたグループに分かれた。それ以降はグループご
とに指定された席に座り、授業内外の課題学習に取り組むことになった。 






















この課題の実習に全授業の 3分の 1超（第 6回から第 11回の授業）を充て、グループ課題
のテーマを次のようなものとした（図 2）。 





図 2 学外フィールドワークのテーマ 
 
 上記の課題に取り組む前に、授業では 2 つの「関門」を課した。第 1 に、大学キャンパ






























































































口頭で許可を出しましたが、D 君と E 君からは何の説明もなく、私からの許可も
ないまま調査を行ったかたちになります。そして学内フィールドワークの課題で
は、A さんと B さんの提出しか私の方では確認していません。C さん、D 君、E
君のフィールドノートはいまだに未提出です。今回のトラブルには、フィールド

























































（2018年 6月 21日メール Aさん→鈴木） 
 









学生への聴取によりますと、一昨日の 6 月 20 日の 17 時頃、本学の学生 5 名が
小生の授業で課した学外課題を行うため、施設 X の許可なく建物周辺部に集まり
ました。その様子を施設 X のスタッフの方数名が見つけ、不審に思われたと感じ
















































以上が施設 Xの責任者 Xさんとの電話でのやりとりになります。 










（2018年 6月 22日メール 鈴木→学生グループ、国際コース） 
 




























































































いこと」（佐藤 2006: 279） 
〇私はどのような場所に行っても、今までの自分の中の常識はどこでも通用するわけじゃ
ないと解釈しました。 





































 今回の議論によって共有された対応策の 1 つが「学生研究ガイドライン」である 11)。こ
こには卒業論文の制作や授業での研究発表などを行う際に、遵守すべき事項や手続きが明
記されている。指針のポイントは、①学生、指導教員、学生センターの 3 者が関係者とな

































































図 4 「共愛 12の力」と地域での「失敗体験」 









































































































とが明らかになった。第 1 に、常識と良識に根ざした他者への配慮、第 2 に、主体的に動
く力、第 3 に、チームで協働するための「ほう・れん・そう（報告・連絡・相談）」、第 4
に、不測の事態が起こったときの対応力、第 5 に、基礎的な読解力である。これらのうち











1) 『2040年に向けた高等教育のグランドデザイン（答申）』（平成 30年 11月 26日中央教






















































































13) 本学には、大学での学びを自己評価してストックする Kyoai Career Gate（KCG）のシ
ステムが整備されている（共愛学園前橋国際大学グローカル人材育成プロジェクト委員
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Reflecting on Community-Based Learning: 
Case Study of a “Failure Experience” during a “Fieldwork Methods” 
Lesson 
Tetsutada Suzuki 
This paper explores the kinds of skills that students can acquire from 
community-based learning through a case study of the lesson “Fieldwork 
Methods”. After explaining the outline of the lesson, I focus on an unexpected 
failure experience that occurred during training in the community and 
describe the situation and the series of actions that the students and the 
teacher took. The students were encouraged to reflect upon the issues in the 
community, including (1) consideration toward others with a common sense, 
(2) the ability to act on their own initiative, (3) communication and team 
collaboration skills, (4) the acceptance of responsibility during unforeseen 
circumstances, and (5) the literacy to understand which types of lessons were 
needed. Of the above, (1) to (4) were found to be deeply related to 
“Competence in Kyoai 12” which is the educational goal of our university. 
The community is a field in which the abilities of both students and teachers 
are tested, and this study demonstrates that it is possible to learn by 
reflecting on cases of failure as much as those of success. 
 
